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養護老人ホームにおける入所者間の援助行動に関する研究

清水妙子1),三上れつ2)

A stu.dy on tlle helping beIlaViors among

elderly nu.rsing home resident

The purpose of this study was to clarify the helping behavior among elderly nursing home

residents. The subjects were eighteen old persons ranged in age from sixty-eight to ninety.

They responded to a semi-structured interview. Au responded were co°ed and categorized.

The results were as follows :

1. The helping behavior were classified into seven categories ; care. promotion of self-care ,

teaching, control. safeguard, sympathy. respect.

2. The reason and motivation for helping behavior were classified into four categories : belief,

approbation. affection, role. These actions are the result of high -level一meeds in Maslow's

theory.

From these results. it appeared that it is possible to consider not only the care receiver

but also the care giver of old persons in the nursing home care.

Key Words :

Elderly nursing home (老人ホーム), Among residents, (入所者間), Helping behavior (揺

助行動) , Reason ofhelping behavior (援助行動の理由)

はじめに

現在,我が国では21世紀の高齢社会に向け

て,老人医療･福祉の充実が図られてきてい

るが,それに伴い高齢者の生活の質の問題が

重要な検討課題となってきている1).

一般に高齢者は,職業や役割からの引退に

より生活範囲や交流の場が縮小化し,生きる

目的や生きがいを喪失しやすい状況にあると

いわれている2).特に種々の理由によって施

設入所を余儀なくされている高齢者について

は,スタッフによって強化される依存性,長

期入所によるアイデンティティの喪失,役割

喪失による無関心,引きこもり,孤独,意欲

低下,退行などがあるというネガティブな側

面が多く報告されている3･4).しかし,入所

1 )信州大学医療技術短期大学部看護学科; SmMIZU Taeko, °ept. of Nursing. School of Allied Medical Sci･

ences , Shinshu Univ.

2 )山形大学医学部看護学科; MIKAMI Retsu. Dept. of Nursing Faculty of Medicine , Yamagata Univ.
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着を観察していると,長い生活経験に基づく

知恵や信念などを生かし他者と交流し,いき

いきと生活している高齢者も少なくない.こ

れまでの研究では,入所者のポジティブな側

面に関する報告は少ないが,ハッチソンは,

｢施設内であっても入所者間で援助行動を行

うことは,入所者のアイデンティティ,価値

観,個性の維持に影響を及ぼし,生活の質を

高めることにつながっている｣5)ことを指摘

している.

他者を思いやって,助け合うという行動

は,人間にとって普遍的な現象であり,援助

者自身にも達成感,充実感が生まれ,人間的

成長が助長されるというケアリングの中核を

担っている6).すなわち,高齢者が集団生活

や地域社会において,他者との交流を通じ助

け合い,新たな役割を得ることは老後の生活

の充実につながっていく可能性が大きい.

そこで本研究では,養護老人ホームにおい

て,入所している高齢者間にどのような援助

行動が行われているか,またその理由･意義

は何かを明らかにし,生活の質とのつながり

について検討した.

研究方法

1.調査対象

1)調査対象の選定条件

1996年7月23日現在, N県S養護老人ホー

ムに入所している高齢者のうち,次の基準に

あった者.

①65歳以上, (参ほとんどの日常生活が自立

している, ③認知能力に問題がない, ④聴力

や会話能力に問題がない, (96か月以上入所

している, (釘今後無制限に入所が予測され

る, (訂本研究の主旨を理解し承諾している.

2)調査対象の選定

調査協力が得られたホームの入所者リスト

から,園長と生活指導員の助言を得て,対象

者を選定した.入所者105名の中から選定さ

れた人数は,精神薄弱や精神疾患(44名),

聴力･会話障害(7名),病気｡静養室入室

(6名),一時入所(4名)を除く44名で,

その内,調査に協力が得られた21名中,面接

で援助行動に言及している18名を分析対象に

した.

2.調査方法

1)データ収集方法

調査開始にあたり,基礎資料として,園長

と生活指導員から,対象者の年齢,性別,入

所年数についで情報収集した上で, 1日間の

ホームでの参加観察の後,面会室および集会

室で30-60分の個人的面接調査を行った.面

接での質問は,研究者間で作成した半構成的

質問紙を用いた.質問項目は,対象者の背景

(兄弟,以前の自分の職業,身体状況,趣

咲,宗教など),対象者が行っている援助行

動,援助行動を行う理由･意義で構成した.

質問の表現は一律ではなく,会話の流れや対

象者の理解の程度によって言い替えを行っ

た.面接の内容は,対象者の了承を得て録音

し,逐語的記録データを作成した.また,面

接場面での対象者の表情やしぐさ,施設内で

目にした言動や生活の様子も観察データとし

てノートに記述した.

2)倫理的配慮

面接に先立ち生活指導員に,選定された対

象者に対して本研究の意図と方法について大

まかな説明を依頼し,あらかじめ対象者の承

諾を得るようにした.また,面接によるデー
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表1対象の背景 
No 僖驃��性別 佛ｩ.ﾒ�職業 �?ﾈ�D��B�身体状況 偃���宗教 

1 塔��辛 �3B�そばやの出前. 旅館業 迭�OK 佝り靼ｾ�陂�ﾇﾂ餾�wや�5��ｸ6x7ｸ�ｸ8ｲ�仏教 

2 都r�早 ��b�行商.旅館 釘�腱鞘炎.鞭打ち後 偃杏ﾂ� 

3 塔2�早 �3��飲み屋 �����腰痛 �� 

4 涛��♀ ��b�和裁 ����心臓.胃潰癌 �(2��h截� 

5 田��♀ �#R�紡績.旅館 釘�OK �� 

6 涛��♀ ��r�家事手伝い 唐�OK �� 

7 塔B�辛 鼎B�瓦屋 唐�OK ��ﾇﾂ�7�6(6x,ﾉ�)�"� 

8 塔r�辛 ���家庭科の教師 ��"�OK �<x����傚�ﾗy<r�キリスト教 

9 塔"�早 �3B�農家 澱�OK 佝りﾝ囘B颶�R� 

10 塔2�早 鼎r�看護婦 �2�骨折後歩行不自由 傚�;帝F�R� 

ll 塔"�♂ �#B�呉服屋 迭�OK �5��ｸ6x7ｸ�ｸ8ｲ� 

12 都R�辛 ��"�和.洋裁 度5�ﾈ��難聴 ��h截韶杏ﾂ� 

13 塔r�♀ �3B�飲食業 湯�腰痛 冽�.�� 

14 都b�早 鼎��会社員.和裁 途�腰痛.足の痛み 佝り靼ｾ�陂�ﾇﾂ餾�w�� 

15 塔2�♂ ���営林署 ��2�右半身麻樺 �:佗ﾂ� 

16 田��♀ �3R�紡績.料理屋 塗5�ﾈ��腰痛 �� 

17 涛��♂ 鉄r�理容 ��"�OK �5��ｸ6x7ｸ�ｸ8ｲ霹る^r� 

18 都b�辛 田b�紡潰 ����OK �� 

兄弟:(例)3/4は4人兄弟中の3番目を意味する 

タ収集時に,再度研究の主旨と方法について

説明し,対象者の承諾を再確認した.さら

に,対象者の権利の擁護に関する事項につい

て,用意した文書を読んで保証するように努

めた.具体的には,対象者のプライバシー保

義(秘密を厳守すること,データは本研究以

外に使用しないこと,ホーム関係者には個人

的情報は洩らさないこと)と,苦痛に感じる

ことや話したくないことは答える必要がない

ことを説明した.

3.調査期間

1996年7月24日(参加観察), 7月25-27

日(面接).

4.分析方法

研究者間で,逐語的記録および観察記録の

データの内容分析を行い,援助行動および援

助行動を行う理由･意義と思われる部分を全

て抽出した上で,コード化カテゴリー化した.

5.用語の操作的定義

援助行動:愛他心に根ざした行動で自発的

に他者を助ける行動.

ケアリング:個人あるいは集団を援助した

り,支援したり,あるいは能力を与えること

をめざす行為.

結　果

1.対象者の背景

調査対象者の背景は表1に示すとおりで,

女性15名,男性3名であった.年齢は68歳か

ら91歳までで, 60代2名, 70代4名, 80代9

名, 90代3名で,平均は81.7歳であった.入

所年数は6か月から18年の範囲で, 5年未満

5名, 5年～10年未満7名, 10年以上6名で

あった.兄弟数は, 1-8人で, 4人以上が

15名みられた.以前の自分の職業では,ほと

んどの者が何らかの職業に従事していた.身

体状況については,疾病あるいは腰痛などの

持病のある者が9名みられた.趣味では13名

の者が何らかの趣味を持っていたが,無い者

も5名みられた.特定の宗教を信仰している

者は2名であった.
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表2　入所者間の援助行動

カテゴリー �5(�ｸ6��内容 

世話 ��磯b�食事の準備,盛り付け,後片付け,湯を汲む,食事時の面倒を見る 

排推 僖�饐h,ﾈ�G8,ﾈﾎ8跌ibﾈ6x488ﾈ,ﾉ�X/�zﾈ+r�

移動 侘ｸ,ﾈ､ｩ¥"ﾉ?ｨ,ﾉW8齷u(,��ﾈ,ﾈ訷/�処*ｹuY;�+x.��

洗濯 ��I�8/�+X,H*�+�.痛�I�9Z�/�*�*�.(+x*ﾘ+x.��

身繕い 俔���y�X*(,ﾈ詹6�*"ﾉ]�h8鶇,ﾉ�ﾈ,ﾉ�(鳧ﾇh/�,ﾘ-�,H.(.��

掃除 兀H壺ﾈ6x488ﾂﾉzﾈ+X,ﾉ�ﾈ��

整頓 兢�WH*�/�詹6�*Bﾈ.�,ﾈ/��,�,H*�+�.鎚ﾘ(*(,h+�.ｲﾘ,ﾈ�Eｲ�

買い物 凅ｨ-ﾈ.ｨ+ﾘ.�,ﾈ,ﾉH8*)ZにH8*)Z�,儻H*ｹ5�*Bﾈ掣Z�/�鰄,"�

病気時 �+)M�/�YH夊-ﾈ,X戊-Bﾈ耳ﾏｸ,X.�ﾘx*H.h*H,��磯h/���ORﾉ�磯h櫁��

その他 �8H4�8ｸ6x,ﾉGｩ$"�

自立の促進 ��ｨ*�*��身だしなみが整えられるよう声かけをする 

教える �&ﾙ4���･��(*ｨ齷Zｨ,Y�I�8,X*ｸ.�.h*H,仆8*h.��

整える ���i�9Z�*ｨ*�*�.x.ｨ.�.h*H,�+x.��

教示 �&ﾘﾆ"�おかずは栄養になるから食べた方がいい,排椎の失敗の後始末の仕方を説明する 

注意 適応 豫8*)Zな+X.X,�,�*)Zな5�6�5(,�,y�ｸ竧+X,H,ﾘ,�.x,�*)�ﾂﾙ(ﾘ�8/��8+r�

冷蔵庫がないので作った物はすぐ食べるように言う,生活のルールが守れない場 

合注意する 

入所間もない人に生活の仕方を教える,混乱していたりチグハグなことをしてい 

る場合方向づける,知的障害者に洗濯物のたたみ方を教える 

調整 ��顏��人とのトラブル回避,人の悪口を言わない,けんかをしない 

仲裁 假ﾈ鈷*ｩ��*(,Xﾚﾉy�+X,H*(.�,h*ｸ*�.�/i7飴yz8/�'X*(,I�x鉅+x.��

方向づけ ��8ｦﾘ,卯ｹ&h/��8+rﾉ+)��/�+X,Hﾚﾉy�,ﾈ,�*(.h*H,�+x.��

保護 ��ｨ*�*��なにかにつけて言葉をかける 

見守る ��y�ﾈ,ﾈ�8*)�ﾈ/�&x*�*ﾘﾊ偃x.液H+X*(ﾋ駢H/�*�*�.��

ねぎらい ��Y¥�,ｸ,i�ｨ/�*�*�.��

同情 �+�.x+X,�*)vﾈ��.)G),X,ﾈ�G8/�ﾊ�.�,h齷Zｨ,ﾈ+�,h,ﾈ.h*H,�+�,(,�*"�

共感 ���.瓜��自分の栽培した花をあげる 

理解 �+�.ｨ-ﾈ,X,ﾉ�ﾉ�h,ﾈ+�,h/��(+Xﾘx*B�

尊重 ���-�.��ｹh+R�Gｩ{b�仲間として認める,特別の存在として認める,一所懸命やつていることをはめ る,精神的に支える 

知的障害者は解らないのだから解る者がやればいい,我慢しあう,しょうがない 

とあきらめる,わからないことを言つても話を傾聴する 

洗濯物がかけられるようにする,その人が傷つかないように言う,相手が負担に 

ならないようにする,相手のペースを守る,細かいことを強制したり注意したり 

しない 

2.援助行動 名,内容は表2のとおりである.

高齢者が施設内で行っている援助行動は　　　1 )世話

｢世話｣ ｢自立の促進｣ ｢教示｣ ｢調整｣ ｢保

護｣ ｢共感｣ ｢尊重｣の7つのカテゴリーに分　　　｢世話｣のカテゴリーは,食事時の面倒を

類することができた.カテゴリー名,コード　　みる,湯を汲んでやるなどの食事の世話,
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尿･便の失敗の後始末をする,トイレの水を

流すなどの排椎の世話,日の不自由な人の手

を引き誘導する等の移動の世話の他に,洗

堤,身繕い,掃除,整頓,買い物,病気時の

世話など,日常生活における身の回りの世話

に関するものであった.

事例16

｢90いくつのお婆さんが私の横にいるわね(食堂

で).今朝もね, "おばあちゃん,今朝のおみおつ

け,うんと美味しいのよ,えんどうが入っている

し,全部飲もうね"って言って私が飲ましてやる

の.後片付けもみんな私がやってあげる｣

事例1

｢痴呆症の人もいるでしょ,おしっこや促をたら

したりするので,だれか踏んづけたら困るからね,

自分の懐に紙があればそれで拭いたり,トイレに行

けば紙はあるので,それで拭いたりします｣

事例10

｢ちょっと重心がとれなくてヨロヨロっとすれば

すぐ手をかけたりしてますよ｣

事例9

｢重い物を持ってやるとか,高い所へ物を上げて

やるとか,そんな事で困ってりゃ"どれっ''て言っ

てちょこっとやったりします｣

2)自立の促進

｢自立の促進｣のカテゴリーは,身だしな

みを整えられるように声をかける,障害のあ

る人が洗濯ができるように教える,自分で洗

濯物がかけられるように環境を整えてやるな

ど,他者の自己ケアを促進するものであっ

た.

事例7

｢ズロースのゴム紐が長くなったら,ちょっと

買ってきて直すとか,だれでもしますでしょ. (同

室の人は)全然しないんですもの.この間も,うん

と変な衝ですけどね,あの人腰が曲がっているもの

75

ですから,ずっ-とズロースの方まで見えちゃうん

ですの"あのねSさん,他の部屋なら言わないけ

れど10年も一緒にいれば親子のようなものだから.

悪いけど前かがみになると,おしっこの方まで見え

てしまうのでゴム紐買ってきて入れ替えたらど

う?〟　と言うんです｣

事例9

｢(知恵遅れの同室者が部屋替えになった)別れ

てもちゃんと出来るようにね,全部は出来なくても

パンツと靴下とハンカチだけは自分で洗えるように

教えて, "洗いなさいよ"って言ってやったんです｣

3)教示

｢教示｣のカテゴリーは,栄養のことや排

椎の失敗の後始末の仕方を経験に基づいて説

明するなどの自分の知恵を教えているもの,

食べ物について話し病気の予防法や生活の仕

方について注意しているもの,入所間もない

人に生活の仕方を教え相手が適応できるよう

に促しているものなどであった.

(1)知恵

事例6

｢隣の方(食堂で)がおかずを食べないので"こ

れ栄養があるからご飯よりこれを先におあがりなさ

いn　って教えてやったんです｣

(2)注意

事例1

｢ここはね,栄養士さんがついて,塩分も何も

ね,バランス良く調整してくれて,こんなありがて

えもの食べなければ身体壊れるよって,私はそんな

ふうに話しているんです｣

(3)適応

事例6

｢当番でお掃除するでしょ.流しを2人でしたん

です. 2日間あるもので大概一人づつやるんですけ
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どね, (相手の人が)入所したばかりで慣れないも

んで一緒にやってあげたんです｣

4)調整

｢調整｣のカテゴリーは,人とのトラブル

を避けるようにしている,人の悪口を言わな

いなどの対処,周囲が争いで混乱していると

きの仲裁,正確な判断が出来ないときの方向

づけなど,共同生活を円滑にしていくもので

あった.

(1)対処

事例3

｢どっちか我慢してりゃ喧嘩にならないからね｣

事例1

｢ここではね,何言われても腹たてない.自分が

怒られたり,世話焼かれたりするでしょ,怒られた

ら, …ああ,申し訳なかった私がここんとこでしゃ

ばったな''とこういうふうに思うから,腹立てない

んですよ. "ああ,余計なことしちゃったな,これ

から気をつけよう''と思えばね.絶対何言われても

腹立てたことない｣

(2)仲裁

事例8

｢こういう共同生活ですからね,ルールがあるん

ですが,それが守れない人が出てくるから,あっち

でこうだ,こっちでこうやったとなるんです.そん

な時に必要ならば口出します｣

(3)方向づけ

事例8

｢1日続きで流しと便所の当番が来るんです.

今,隣のお部屋は1人なんですよ,そうすると私ど

もの部屋の者と3人で2日間するんですが, 1人多

いんでいつもの手順が狂っちゃうんです.そんな時

は…今日はあなたはやらなくてもいいわよ"とか
"今日は流しの当番をもう一回やってくださいね"

とか言うんです｣

5)保護

｢保護｣のカテゴリーは,何かにつけて言

葉をかける,体の弱い人を温かく見守る,倭

しい言葉をかけるなどの相手をねぎらうも

の,身繕いをしてやる,排椎の失敗の後片付

けをするなど,相手の苦痛や悲しみに同情し

ているものであった.

(1)声かけ･見守る

事例12

｢体の弱い人には,温かい目で,いつも何かあっ

たときは助けたり,優しい言葉で話したり,きつい

ことは言わないようにしています.自分も足が悪い

からあんまり積極的にできないけど言紫をかけるこ

とや見ていることはできますから｣

(2)ねぎらい

事例6

｢長くいらっしゃる方は,私に"あの人はこうい

う訳だから,気が強いから気をつけなさい''とか
…大変だね'■　って言ってくれます｣

(3)同情

事例7

｢おしっこがこんな所(廊下)にこぼれていれば

拭いてあげたい,だって気持ち悪いだろうと思うん

ですよ.今人が見たらみっともない,早く助けてあ

げたいと思っちゃうんです｣

6)共感

｢共感｣のカテゴリーは,自分が栽培した

花を花の好きな人にあげる,これまでの人生

を語り理解し合うなどであった.
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(1)贈り物

事例7

｢お花が好きな人には,自分のつくった花(この

時はパンジー,ユリ,ギガンジュウムなど)をあげ

ます｣

(2)理解

事例9

｢クラブ-骨やって来るでしょ,骨で昔の事を思

い出して,農家の人だったら農家の話しをすると

か,青年時代はどうだったとか,学校の話だとかい

ろいろね,皆いきいきしてくるんですよね,あれ

やっぱしなつかしいんですよね｣

7)尊重

｢尊重｣のカテゴリーは,お茶に誘ったり

訪問したりして仲間として認める,特別の存

在として,一所懸命やっていることを認める

など相手の存在自体を認めること,知的障害

者は便をたらしていてもその意味が解からな

いのだから,相手を攻めるのではなく,解

かっている者がやればいいという許しにあた

るもの,相手が洗濯物がかけられるようにし

てやる,相手のペースを崩さない,その人が

傷つかないような言い方をするなど配慮にあ

たるものであった.

(1)認める

事例6

｢Aさん,これ(A氏自作の花瓶) Uさんから

もらったけどAさんの名前が入っているからお返

しするねって言ったら,いいよ,いいよ, Sさんな

ら使ってもらっていいから,名前消して使ってくだ

さいと言われたもんで,今使っています｣

事例17

｢Nさん(右半身麻樺の同室者)は,食堂に行く

ときもみんな自分でやるで,感心している.布団の

上げ降ろしも,効く方の手でみんな自分でやります
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よ,ありゃ-なかなか大したもんだ,ちゃんとたた

んで自分で入れちゃう.手伝うようなことはあまり

ないねえ-｣　(それを聞きながらNさんはテレ

笑いをしている)

(2)許し

事例1

｢痴呆症の人もいるでしょ,おしっこや便をこぼ

したりするわね,骨大騒ぎしてみているんです.そ

ういうのはね誰だって,俺だって(この年齢の人は

女性でも自分のことを俺という)解かるくらいなら

たらさないって言うの,ね,解からないんだから.

解かる者が拭けばいい｣

(3)配慮

事例7

｢みいちゃんて言うんですが,目も見えないし,

耳も聞こえない方だから与えられた竿にみいちゃん

が(洗濯物を)かけられるようにしたいと私は思う

の,他の人がね,ずうっ-とかけてしまうんです

の,だからマ-ちゃん,みいちゃんがかけられない

んじゃないかしらと何時も言いますの｣

事例8

｢午前中は10時くらいまでお洗濯をして,それか

ら後は,私なんか新聞を読んだり自分の好きなこと

をしてますけど, 2人1部屋でしょ,相手の人も居

ますから相手のペースを崩さないように気をつける

ことが,自分のペースも守れることなんです｣

3.援助行動を行う理由･意義

援助行動を行う理由･意義は｢信念｣ ｢承

認｣ ｢愛情｣ ｢役割｣の4つのカテゴリーに分

類することができた.カテゴリー名,コード

名,内容は表3のとおりである.

1)信念

｢信念｣のカテゴリーは,自分より弱いも

のを助けなさいとか自分が助けられているよ
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表3　援助行動を行う理由･意義

カテゴリー �5(�ｸ6��内容 

信念 做�'h�8,ﾂ�自分より弱い者を助けなさい,何かあったときにはまず自分の非を考えて相手を 

数え 信条 価値椀 人生観 况X-�,�*"ﾉ�H*h/�荿.�+�,h,ﾘﾔｸ+鎚齷Zｨ*ｨ�*�.x.ｨ.�.h*H,��ｨ訷*ｩTｹwh,�.x�*��

る,できる者が行う 

自分が健康を損なった経験から健康破綻の危険性のある行動を黙ってみていられ 

ない,母親にやってあげられなかったことをお年寄りにやってあげたい,情けは 

人の為ならず,誰にでも親切にすることが大切,共同生活のルールは守ることが 

大切,みんなと仲良くする,特定の友人はつくらずある程度距離を置く,できな 

いことを助ける,相手に負担にならないようにする,尿.便の失敗を助けるのは 

当たり前,世話することは神様が授けてくれたこと 

同じ人間だから,個人としての考えがあるから,痴呆の人はただ解らなくなって 

いるだけ,馬鹿にしてはいけない 

いずれ自分もそうなるから自分のこととしてみつめる,持ちつ持たれつ,助け 

合って補い合って生きている,交わりを大切にして生きていきたい,きれいなも 

のを共有し楽しみたい 

承認 俾����2�盜,ﾈｫH���頼りにされる,相談される,甘えてくれる,認められたりすばらしいと褒められ 

る,他の人の面倒をみることは自分自身にとって意味がある 

相手が喜ぶ,相手が好意を素直に受け取ってくれる,気が合う,楽しい 

愛情 仄HｫB�輊*(.(.��寂しい思いをしたくない,悲しいことを皆に話せば気が晴れる,ここにいる人は 

皆事情があって入っている 

気持ち悪いだろう,恥ずかしいだろう,みっともないと思われると自分のことの 

ようにせつない,弱い人を助ける 

役割 �ｹx｢�寮母に注意するように頼まれている 

決まり �:�ｨ�(+�*�.rﾈ耳�,�*(.�*�.x覈_ｸ,�*"�

当番 �9iMH+�*�.x曵iﾘ+X,H.(,�,H*(.��

うに相手が必要なら助けるという宗致上の教

えに基づいているもの,自分の健康破綻の体

験から黙ってみていられないとか,出来ない

ことを助けるのは当たり前というような信条

早,長年の人生で培ってきた価値観,人生観

など,個人の価値に基づいて行われているも

のであった.

(1)宗教上の教え

事例1

｢バカって言われようと,何て言われようと,自

分がまだ達者ならば,自分より弱いものを助けなさ

いっていう教えを全うしたいわけ.でしゃばりだっ

て,面と向かって言われたことはないけれども,そ

う思っている人はいっぱいいると思うんです.だけ

ども私はそれで結構なんです.お釈迦様の一番言い

たいとこはそこなんだからね,自分より弱いものを

助けなさいって.教えを守ることは幸せなの,うん

と幸せ｣

事例8

｢私はもう50年もクリスチャンですからその線を

逸れることはありません.だからいつでもそこへ自

分をもっていきますから,あまり他のことにわずら

わされることは自分ではないと思います.私が助け

られてきていると同じように,もしその人が何か必

要ならばしてあげます｣
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(2)信条･価値観･人生観

事例2

｢人が喜ぶ事だったら,してあげたいと思うの

よ,出来るだけのことはやってあげたいと思うの,

いずれは自分たちだってああいう風に年老いていく

んだからね.自分たちで出来ることは親切にして

やって,それが誰にでもね,皆同じにしてやるわけ

よ｣

事例2

｢人との交わりを大切にね,結局誰とでも話が出

来るようにね,ひねくれた人もいれば気の強い人,

弱い人いろいろですよね,そういう人達みんな同じ

ような気持ちで和合したいと恩うんです｣

事例9

｢(知的障害の人と同室になった時)排便したあ

と後ろの方まで手が届かないって言って,一晩に10

回以上もトイレに行った時も,私はこれ与えられた

自分の運命だと思ってずーっとやってきました.そ

んなことしているうちに不思議ですね,自分に赤

ちゃんが授かったような気がして,あれ妙ですよ

ね,汚いなんてちっとも思わなくなっちゃって,自

分には子供が無かったので人生の最後にこういうこ

とを神様が授けて下さったんだと思って一所懸命

やったですよ｣

2)承認

｢承認｣のカテゴリーは,他者から信頼さ

れたり認められて自尊感情が充足されること

に基づくもの,相手が喜んでくれて嬉しい,

好意を素直に受け取ってくれるので嬉しいな

ど,快の感情を引き起こすものなど,他者の

承認によって推進されているものであった.

(1)自尊感情

事例9

｢(知恵遅れ)この子の引っ込んでしまった才能

というか,知恵もね,少しでも私が引き出せてやれ

たらと思って"ほんとに少しづつよみがえってくる

もんですね.私の友達からきた手紙をみせたり,近
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事を書かせて"こういうふうに番いたらどう?l'
"これはうまく書けたじゃん''なんて言ったらね,

とてもいきいきしてきてね,本当にかわいくて,か

わいくて｣

事例6

｢(以前同室の人)事のきかない方にマフラーを

結んでやったり,上着の紐を結んだり解いてやった

りしたんですが,別れてからも,食堂に行くときな

ど会うと, Sさん!Sさん!って言ってくれるんで

す.嬉しいですね.｣ (目を細めて柔和な顔で言う)

事例16

｢私って女性だけでなく,殿方がいようと誰がい

ようと話がはずんじゃってね,楽しい雰囲気になっ

ちゃうの,それだから皆おもしろくて寄ってくる｣

事例1

｢私が出て行くとね, "Kさん来てくれたあー◆'っ

て骨,喜ぶ｣

(2)快の感情

事例6

｢隣の方(食堂で)がおかずを食べないので"こ

れ栄養があるからご飯よりこれを先におあがりなさ

い"って教えてやったら,喜んでね, "おいしかっ

た'f　っていって喜ばれました｣

事例2

｢おせっかいかなと思うけど,人が喜ぶ事なら

ね,してあげたいと思うのよ｣

3)愛情

｢愛情｣のカテゴリーは,管,事情があっ

て入っている,寂しい思いをしたくないなど

同じ仲間としての共感を主体とする感情や気

持ち悪いだろう,恥ずかしいだろうと相手の

立場に対する思いやりなど,人間としての基

本的な愛情に基づいて行われているもので

あった.
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(1)共感

事例2

｢やっぱり骨ね事情があって入っている人が多い

でね,お互いにね自分の辛かったこと,やってきた

こと,やられてきたことを話し合うのよね.そうす

ると気持ちが晴れるの｣

(2)思いやり

事例16

｢私はもうなにしろ年寄りを見るとうんと大事に

して上げたいっていう気持ちになるわけ｣

事例9

｢それによって生きがいを感じるとか,自分はこ

れやって,こう評価を得たいとか,そんな気持ち全

然なく,ただ,ただ困っている人を見るのはしのび

ないってだけ,いたって単純な気持ちです｣

4)役割

｢役割｣のカテゴリーは,寮母に注意する

ように頼まれているからという寮母からの依

頼や,同室者が面倒見ることになっている決

まりだから,当番だからなどのような共同生

活における役割上の責任に基づいて行われて

いるものであった.

(1)依頼

事例1

｢寮母が…その人が甘いものやら,しょっぱいも

のやらそういうもの食べるときは世話焼いてく

れ'f　って言うもんで,世話焼くのは教えではいけな

いことだけど(その人の)ためだと思って,毎日

のように世話焼いていた｣

(2)決まり

事例11

｢各部屋いろいろな人が入っている.丈夫な人と

そうじゃない人と大体組んでいるが,一緒にいる人

は面倒みることになっている｣

事例7

｢同じお部屋にいるのに何も見てあげないなんて

言われると困るから｣

(3)当番

事例3

｢腰のヘルニアで痛いけど,当番だけは出なきゃ

困るから,ご飯頂いているからそれだけは我慢して

やっている,もう普通の人より動作も鈍いしね｣

考　察

1.入所者間の援助行動の特徴

入所者間の援助行動は, ｢世話｣ ｢自立の促

進｣ ｢教示｣ ｢調整｣ ｢保護｣ ｢共感｣ ｢尊重｣

の7つのカテゴリーに分類された.これらの

行動は比較的広範囲にわたる援助行動であ

り,しかも人間が生きていく上で必要不可欠

な社会的行動といえる.そこで,本研究で得

られた援助行動の類型を,看護学や社会心理

学分野における類型と比較し,援助行動の妥

当性について検討した.

看護学分野における援助行動は,看護の中

心概念であるにも関わらず,概念の明確な定

義およびその類型についてはコンセンサスを

得るまでには至っていない7).しかし,近年

ケアリングという概念によって研究が進めら

れてきており,人間の存在,成長,発達,坐

存に不可欠な現象として明らかにされつつあ

る8).レニンガ-は民族的方法を用いて

ヒューマン･ケアリングの概念的モデルを作

成し,その中で主要なケアリングの構成要素

を明らかにしている(表4) 9).この分類を

みると,本研究で得られた援助行動はかなり

類似していることが考えられる.

また,ハッチソンの高齢ナーシングホーム
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における入居者間のケアリング行動と比較し

てみても,カテゴリー名は異なっているが,

内容において類似点を兄いだす事が可能であ

る(表5)10)

レニンガ-が述べているように, ｢ケアリ

ングは,専門家･非専門家を問わず,人間に

とって必要な普遍的な現象であり,その表

現,過程,パターンは文化によって異なる｣

ということを加味するとIl),本研究で得られ

た7つのカテゴリーは,養護老人ホームにお

ける入所者間の援助行動としてある程度支持

されうるものと考える.

それでは,援助行動を人間の社会的行動と

してとらえている社会心理学分野における類

型との比較ではどうであろうか.社会心理学

における援助行動研究のうち,特に援助行動

の類型化に関してみてみるといくつかのモデ

ルが検討されているものの,看護学分野と同

様に,コンセンサスが得られていない12).そ

こで,いくつかの類型と比較検討してみた.

広田は,援助行動を物質的援助行動(物を

貸したりあげるという分与や寄付行動)と労

力的援助行動(非物質的な行動で,他者に力

を貸したり慰める行動)の2つの類型で検討
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している13).この類型でみてみると本研究で

得られた援助行動の大部分は(栽培した花を

あげる,花瓶を貸す以外の行動),労力的援

助行動に分類される.本研究の結果は施設内

という特殊な環境下での援助行動であり,規

則などで分与や寄付行動が禁止されているの

で,物質的援助行動は生起しにくい状況に

あったと思われる.この点に関しては,地域

に生活する高齢者の援助行動と大きな差があ

ることが推測される.

また,高木は,援助行動の類型を基本的授

表4　主要なケアリングの構成要素の分類(レニンガー)

慰め

思いやり

気づかう

対一処行動

共感

力を与える

手助けをする

関心

かかわる

健康相談的行動

健康指導的行動

健廉維持的行動

援助行動

愛情

養育

そばにいる

保護的行動

回復に向かわせる

分かち合う

刺激を与える

ストレスの礎和

事を差しのべる

支持

監視

優しさ

触れる

信頼

その他

表5　ナーシングホームの入居者間のケアリング行動のタイプ(ハッチソン)

カテゴリー �5H7X4ｨ6X588ｨ�ｲ�内容 

保護 ��心配していることを表現する,適応,身体的援助,見守 

ること 

サポート �5"ﾘ7(984�,ﾉ�9���平穏,慰め,快活,励まし 

正常化の強化 ��8�ﾘ,��ﾈ,h+X,H宜*Bﾉ�i4x,磯隴H/�ｺH,�+x.��

日常生活の促進 �?ｨ�ﾙ�hｨ�/��)Eﾈ,�+x.鎚自Lｩ4�x�ﾈ昆�rﾉ?ｨ�ﾙ�hｨ�,ﾂ�

維持,養育 

確認 ��ﾈｭI�ｸ,ﾉDi&ﾒ�仲間を訪問,時間をとる,諾める,タッチ 

同情 �:���,ﾉUﾈﾋｲ�

世話 ���.瓜な5H�ｸ7(5�/�+x.忠�磯h,ﾈ��ORﾉ�I�9Z�/�+ﾘ+ﾘ-��

こと,掃除,使い走り) 

超越 亢h.��他の人々のために祈る 
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助状況とからめて特徴づけ, 7つに分類し説

明している(表6)14).これより,本研究で

得られた援助行動のほとんどは, ｢努力行

動｣ ｢道徳的行動｣ ｢弱者に対する行動｣ ｢親

切行動｣に分類され,自分の労力と素朴な感

情に基づいた援助行動であることが考えられ

た.

以上から,本研究で得られた援助行動は,

看護学や社会心理学領域におけるこれまでの

援助行動の主な類型と比較して,文化や施設

内という環境下および高齢者という対象の特

殊性が反映されていると考えられるものの,

援助行動としては妥当性があることが推察さ

れた.

2.入所者間の援助行動および援助行動を行

う理由･意義との関連

本研究で得られた援助行動および援助行動

を行う理由･意義について,図1に示すよう

にカテゴリーモデル化してみた.図1にある

ように,施設内における入所者間の援助行動

は, ｢信念｣ ｢承認｣ ｢愛情｣ ｢役割｣が,原動

力になっていることが明らかになった.

これらはマズローのニーズ理論の愛と帰

属,承認,自己実現という高いレベルのニー

ズと対応しているということができる15).す

なわち, ｢こうありたい｣という個人の信念

や,他者からの承認による自尊感情の充足と

快い感情,人間としての愛情などから｢して

やりたい｣という欲求が生じ,それらに基づ

いて援助行動をしていると考えられる.個人

の感情と欲求に基づいて援助行動ができると

いうことはそれだけ生活の質が充実している

ということがいえよう.

以上からこれまで多くの研究で報告されて

きたように施設に入所している高齢者を,ネ

ガティブな側面のみを見て矯小化するのでは

表6　社会心理学分野における援助行動の類型(高木)

類型 �>�vR�

寄付.番仕行 動 ��ﾈ�(,ﾈ+ﾘ-�,�*粟�ﾈﾈﾈ唯ﾉ┼|ﾒﾈ鳧ｭH/�ｯ�WB�/�ｹ�+x.俎9:��

分与行動 ��ﾈ�(,俾兒ｨ,ﾈｴﾘ�,�.�,ﾈ/�Zｨ*�+ﾘ.に�ﾙu�+x.俎9:��

緊急時行動 仗亶ﾘ鰾ﾈﾚ(,�,H*(.��ﾈ�(,ﾈ+ﾘ-�,�+ﾉ�ｩ4定ｭI�ｩ4�,��?ﾈ+x.��

行動 

努力行動 ��ﾈ�(,處ﾘ/��ﾘ+X+ﾘ.�H-�.�,h*(*I�y�ﾉ4帝�9yﾙ4�,延ｩ|ﾘ/�Tｲ�

要とする事態で援助する行動 

道徳的行動 冤�*(��,ﾉ�)�(.(�(�Z�/�<ﾘ*�.俎9:��

弱者に対する 行動 ��y�ﾈ,ﾉW8齷u(,��ﾈ�"畏)~竟(.)v8抦髓�/��)�(+x.俎9:��

親切行動 �+�.X,�,h+X+ﾙ�Y���8,Xﾗ8*Hﾗ9:��

注)類型および内容について表現の解かりにくいところは一部修正･加筆した



援助行動に関する研究

なく,英知を有する存在として個人の考えや

思っていることを大切にしながらサポートし

ていくことの必要性が示唆された.自立を促

すことを強調するあまり,入所者問の援助行

動を制限することは,高齢者のもつ人間らし

い感情や欲求を封じ込め,その人らしい人生

の集大成を困難にすることにも通じる.

老人施設でのケアでは,援助行動を通じて

他者の役に立つことが,入所者自身の生活の

質の向上につながっていることに留意し,施

設の入所者をケアの受け手としてだけとらえ

るのではなく,ケアの送り手すなわち他者の

ために貢献しうる存在としてとらえていくこ

援助行動を行う理由･意義

依頼

決まり　　　　　共感

当番　　　　　　思いやり
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とが必要である.このような考え方を地域住

民の間に一般化していくことが,社会の中に

高齢者の存在価値を認めさせていくことに通

じると考える.

3.研究の限界と今後の課題

本研究の限界は,研究者の面接･分析能力

によりデータの収集･分析に偏りがある可能

性を有していること, 1施設における結果で

あるため地域や施設および調査対象者の特殊

性が反映されているかもしれないという点が

あげられる.今後の課題としては,施設数お

宗教上の数え

信条

自尊愛情　　　　価値観

快の感情　　　　人生観

食事　　　　声かけ　　　　知恵　　　　対処　　　　声かけ　　　贈り物　　　認める

排椎　　　　教える　　　　注意　　　　仲裁　　　　見守る　　　　理解　　　　許し

歩行　　　　整える　　　　適応　　　方向づけ　　ねぎらい

洗濯

身繕い

掃除

整頓

買い物

病気の時

その他

同情

図1　養護老人ホームの入所者間の援助行動と援助行動を行う

理由･意義のカテゴリーモデル

配慮
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よび調査対象者数を増やし,カテゴリーモデ

ルの精選を図り一般化できるようにするこ

と,対象者を地域に住む高齢者に拡大し今回

の研究で分類されたカテゴリーや内容と比較

検討する必要があること,援助行動が多い高

齢者と少ない高齢者では生活の質に具体的に

どのような相違があるのかを明確にするこ

と,援助行動の規定要因を明確にすることな

どに留意し,研究を重ねていく予定である.

まとめ

養護老人ホームにおいて,入所者間でどの

ような援助行動が行われているか,またその

理由･意義は何かを明らかにする目的で,面

接調査を行い,内容分析をおこなった結果,

以下のことが明らかになった.

1)援助行動は,世話,自立の促進,教示,

調整,保護,共感,尊重の7つのカテゴリー

に分類された.

2)援助行動を行う理由･意義は信念,承

認,愛情,役割の4つのカテゴリーに分類さ

れた.

3)施設内における高齢者間の援助行動は

マズローのニーズ理論の,高いレベルのニー

ズが原動力となっていた.

以上より,援助行動を通じて他者の役に立

つことが,高齢者の自尊感情や存在意識を高

め,入所者自身の生活の質の維持や向上につ

ながることに留意し,施設に入所している高

齢者をケアの受け手としてだけでなく,他者

のために貢献しうる存在としてとらえ直して

いくことの必要性が示唆された.
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